
福岡市医師会 定例記者会見資料

NO ご質問 回答

　2.総論

　　…スライド資料の中で

　　　お伝え致します。

2
・働き方改革における福岡市医療圏の

　進捗および課題等

　 令和6年2月7日

※ご質問に対する回答は定例記者会見時点での内容です。今後の状況等により内容が変更になる場合があります。

ご質問と回答

1
・能登地震に関する医療支援

　(JMAT、DMAT含む)

　４.質疑応答

　　…質疑応答にて

　　　お伝え致します。



定 例 記 者 会 見

令和６年２月７日(水)１３時３０分

質疑応答

一般社団法人福岡市医師会

福岡市医師会 常任理事 平川 勝之



・能登地震に関する医療支援について

報道機関からのご質問

一般社団法人福岡市医師会



一般社団法人福岡市医師会

○JMAT活動状況について

・派 遣 期 間 ： 1月21日(日)～ 1月24日(水)

・派 遣 場 所 ： 七尾市 他

・派遣チーム ： 医師、看護師、薬剤師、事務職員 各1名（福岡市民病院）



一般社団法人福岡市医師会



一般社団法人福岡市医師会



・働き方改革における
福岡市医療圏の進捗および課題等

報道機関からのご質問

一般社団法人福岡市医師会



一般社団法人福岡市医師会

○時間外労働の上限規制

・令和６年４月より勤務医に対する時間外労働の上限規制適用（年960時間）

これを上回る必要がある場合は、理由に応じて都道府県の指定が必要

（連携B水準、B水準、C-1水準、C-2水準）

※厚生労働省ホームページ資料をもとに作成

○健康確保措置

・医師の健康を確保するための措置として

勤務間インターバル・代償休息や長時間労働医師への面接指導が義務付け

・医療法により病院や有床診療所における医師の宿直は義務

宿日直許可を受けていない医療機関での宿日直に携わる時間は労働時間に含まれる

→夜間・休日における医療提供体制に大きく影響

○宿日直許可



一般社団法人福岡市医師会

○一次・二次・三次救急とは

一次救急
・在宅当番医制
・休日夜間急患センター

二次救急
・病院群輪番制病院
・共同利用型病院

三次救急
・救命救急センター

重症および複数の診療科領域に
わたる全ての重篤な救急患者を
２４時間体制で受け入れる

入院治療を必要とする重症の
救急患者を受け入れる

比較的軽症の救急患者を
受け入れる

※厚生労働省ホームページ資料をもとに作成

症状 緊急性

重 高

軽 低



一般社団法人福岡市医師会

○福岡市急患診療センター受診者数
(人)
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一般社団法人福岡市医師会

○福岡市急患診療所 受診者数
(人)
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一般社団法人福岡市医師会

○福岡市医師会の取組み

○急患診療センターにおける出動者の割合
（令和４年度 内科･小児科出動実績より）

開業医
27.7%

勤務医
41.9%

専任医師
30.3%

開業医
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勤務医
64.7%

専任医師
21.9%

＜内科 ＞ ＜ 小児科 ＞

・内科医会ご所属の開業医の先生方や福岡地区小児科医会ご所属の先生方への
更なる出務の協力依頼

・新入会員の入会時の出務協力依頼
・出動医に対する時間的・空間的・経済的勤務環境の改善



一般社団法人福岡市医師会

○市民の皆様へのお願い

・♯8000（こども医療電話相談事業）

♯7119（救急安心センター事業）の利用

・平日の日中時間帯にかかりつけ医への受診

・救急車の適正利用 にご協力ください
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